
begaJlinAngust.Preliminaryanaly占isofdata

forthefirstsixmonthsrevealedthefollowlng
tendencies. Infiveofthesixmonths the

moannumberofgroupsdetectddwashighest

at.theleastdisturbedsite.TherewereslgnS

of a peak in detection rate around

October/Novembcr･Thiscorrespondstothe
peakofthematingseason,andwasprobably
aresultofanincreasoinvocalizationsatthis

I
timeofyear.Analysesoffaecalsamplesindi-

catedthatinsects,wildstrawberries(RubzLS

spy),and the fruit ofFEcus erecta and

StachyuTW PTlaeCOX,WeremorecommonCOm-

ponentsofthedietatthemor9disturbed
8itcs. Bycontrast,thefruitofEhzeocaTPZLS

JapoTuCa,landacornsofspeciesoftheFtqaceae
,Weromorecommonlyfoundinfaecal'samples
from thelessdisturbedsites. Evenatthis

prellminarystage,theresultsstronglysuggest

thatthedegreeofhabitatdisturbanceinflu-

encedboththerelativedensityofmonkey

groups and thecomposition of the diet.

FutureanalyseswillbOexploretheseeffectsin
moredetail.Datafrom atleastoneannual

cyclewillberequiredtofullyassesstheim-

pactofseasohal influencesonbothdietand

ranglngpattemS.

自由:13

ニホンザル野生群におけるオス問関係の群間比

較

高橋弘之 (京都大 ･理)

モホンザルの野生群にやける群れオス問の社会
関係は､群れによって異なることが報告されてい

る｡本研究は､同一地域に生息する複数の群れを

枕案することによっ七､オス問関係に群問変異を

もたらす要因を明らかにすることを目的としてい

る｡

調査対象は､宮城県金華山島に生息するニホン

ザル野生群､A群およびBl群である｡1994年の

出産期から1995年の冬期にかけて群れオスを個体

退跡し､グルーミング､近接等の社会的相互交渉

のFE料を収集したo

資料は現在整理中であるが､結果についてこれ

までに明らかになったのは以下の点である｡

1)A群

A群は1994年4月から11月の調査時点で群れオ

スは3頭､1995年3月の調査時点で新たに1頭移

入し4頭となった｡メスの頭数は変動がなく､20

頭であった｡社会的性比は0.15から0.2となった｡

オス問のグルーミングは､1994年の交尾期に2位

と3位の間で1例観察された｡また､1995年の冬

季に2位と新たに移入した4位の問で1例観察さ

れた｡

2)､Bl群

Bl群の群れオスの頭数は1995年3月の調査時

点で5頭であった｡メスは12頭であり､社会的性

比は0.42であった｡オス間のグルーミングは1995

年の冬季に1位と2位の間で2例､1位と3位の

間で1例､2位と3位の間で1例の4例が観察さ

れた｡このうちの2例は､1位オスが2位および

3位オスの催促をきっかけとして一方的にグルー

ミングを行った｡

1995年の冬季について比較すると､A群のオス

間のグルーミング交渉はBl群よりも希薄であっ

たといえる｡このオス問関係の群れによる追いに

は､社会的性比の違いが影響していると考えられ

る｡群れの中に相対的に多くのオスが存在すると､

彼らの問の緊張関係はより高まることが予測でき

る｡したがって､社会的性比が高い群れでのオス

の共存には､オス問の緊張関係を調整するために､

親和的交渉が重要な役割を果たしていると考えら

れる｡

自由:14

ニホンサル (M.fuscata)のワカモノ期メスの

性行動

竹ノ下祐二 (京都大･理･人類進化論)

ニホンザル餌づけ群で初発情から初産までのワ

カモノ期メスの性行動を観察し､オトナメスのそ

れと比較した｡調査対象は京都市嵐山の餌づけ群

嵐山E群である｡対象個体とし

て未経産メス5頭､オトナメス4頭を選び個休追

跡によって行動観察をおこなった｡その結果を以

下にしめす｡

(I)ワカメスは､オトナメスと比べると､マウ

ントイベントの相手数､回数とも未成熟オスとで

有意に多く､逆にオトナオスとは有意に少なかっ
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